
式典における列席者の席順から、体の中の臓器の位置、IT 機器の中の部品の配置に至る
まで、要素部品の並びかたが、その要素が構成するシステムの働き方を理解する重要な
手がかりになることが多い。脳においても、異なる性質をもつ神経細胞の配置（すなわ
ち機能構築）は、その細胞を含む領野が行なっている情報処理機能の特性にしたがって
最適化されていると考えられ、その解明は脳による情報処理の理解を進める。本セミナー
ではまず、機能構築を理解することで脳について何を知ることができるか、どのような
例がこれまで知られているか、どのように機能構築を調べることができるかを、霊長類
大脳皮質視覚野を例に概説する。続いて、そのような研究の例として２光子カルシウム
イメージング法を適用した私たちの研究を紹介する。

日時 : 2019 /11/19 ( 火 ) 15:00-16:30
場所 : 理学部南館 1F セミナー室
世話人 : 小坂田文隆 ( 細胞薬効解析学 ) 
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第 116 回創薬科学 / GTR セミナーおよび若手新分野創成研究ユニット・フロンティアセミナー

２光子イメージングで探る大脳皮質の機能構築
講師 : 藤田一郎（大阪大学大学院生命機能研究科・脳情報通信融合研究センター）


